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昨年より編集委員のメンバーに加わっております．
会員の皆様のご尽力により 「Annals  of  Nuclear

Medicine」  誌にインパクトファクターが認められて以
来，国内外から本誌への投稿が顕著に増加していま
す．国外から投稿される国の範囲も広がってきてい
ます．編集に携わる委員の一人として，やりがいを
感じるとともに，日本の誇る医学誌の一つとして成
熟させていく努力をしたいと思っています．1 つ 1 つ
の論文の質を高めていくことが重要と思われ，査読
していただいた方から，厳しくも的確なコメントを
いただいた時には有り難いことだと心底から感じま
す．今後とも，よろしくお願い申し上げます．
ここで，最近の私見の一つを述べます．形態像で

ある CT と機能画像である PET・SPECT の融合像は，
日本核医学会総会および米国核医学会では，これま
でにも幾度となく取り上げられてきたテーマであ
り，「核医学」 や 「Annals of Nuclear Medicine」 誌にも，

これに関した研究論文が寄せられてきました．昨年
末の RSNA でもメインテーマの一つになっていまし
た．融合像は，核医学検査で認められる集積部位や
欠損部の正確な解剖学的位置を示すのに有用である
のみならず，PET・SPECT 像の吸収補正や，近年普
及してきた定位集光照射による放射線治療の正確な
ターゲット決定にも役立つものと期待されます．融
合像は核医学を専門としない医師に核医学で得られ
た機能情報をわかりやすい形で伝えるのにも有用
で，核医学検査の重要性をアピールする手段として
も役立つと考えられ，今後の普及が望まれます．最
近では，CT と PET・SPECT を合体したハイブリッド
装置が登場し，融合像が作成されていますが，それ
でもなお，上腹部や胸部などの呼吸運動の影響を受
ける領域では，高精度の融合像を得るためには，
ハードとソフトの両面でのさらなる発展と成熟が必
要のようです．今後も，日本および世界の核医学に
携わる医師や技術者から，融合像の普及に貢献する
革新的技術や知見が 「核医学」 や 「Annals of Nuclear

Medicine」 誌に寄稿されてくることを期待しておりま
す． （菅　　一能）　


